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１． 序文 

合成カンナビノイドは近年、日本で危険ドラッグとして注目されており、JWH-018や JWH-073などの３－（１－ナフトイル）

－インドール誘導体が良く知られている。このような化合物を高速度に、簡単に検出することが社会的にも求められている。今

回、３－（１－ナフトイル）－インドール誘導体に対するアルパカＶＨＨ抗体を作製したので報告する。 

２．方法 

１) アルパカＶＨＨ抗体の作製及び評価 

水素化ナトリウムを予め合成した３－（１－ナフトイル）－インドールに添加し、その反応液を室温で撹拌した後、ブロモヘ

プタン酸を徐々に加えた。この溶液を８０度で３時間撹拌した反応液を冷却した後に酢酸エチルで３度抽出した。その後にエタ

ノールを用いて再結晶することにより７－（３－（１－ナフトイル）１Ｈ－インドールー１－イル）－ヘプタン酸（Ｈｅｐ）を

得ることができた。得られたＨｅｐにヒドロキシサクシイミド、ジクロロヘキシルカルボジイミド及びキーホールリンペットヘ

モシニアン（ＫＬＨ）を順次加えて、その反応後、重炭酸緩衝液で透析することにより免疫原（Ｈｅｐ－ＫＬＨ）を得た。同様

の方法により、抗体評価用ＥＬＩＳＡで用いる固相抗原（Ｈｅｐ－ＢＳＡ）も作製した。この免疫原をアルパカに数回免疫する

ことにより免疫反応を及ぼした後に、血液中から単核球を採集した。その単核球から全ｍＲＮＡを抽出し、それをＲＴ－ＰＣＲ

法によりｃＤＮＡを作製した。その後、アルパカＶＨＨ増殖用のプライマーを使用してＶＨＨ領域のみを増殖させた後に、Ｍ13

ファージ用ベクターに導入し、大腸菌に形質転換し発現させる。さらにヘルパーファージを感染させることによりファージライ

ブラリーを作製した。その後、パンニングをすることにより３－（１－ナフトイル）－インドール誘導体に結合するアルパカＶ

ＨＨ抗体を得ることができた。 

今回、得られたＶＨＨ抗体についてＥＬＩＳＡにより、種々の３－（１－ナフトイル）－インドール誘導体および原料に対す

る交差反応を調べた。 

３．結果 

上記の方法により免疫原であるＨｅｐ―ＫＬＨを得ることができた。ＫＬＨに結合している７－（３－（１－ナフトイル）１

Ｈ－インドールー１－イル）－ヘプタン酸は、平均４．４個であった。この免疫原を用いてアルパカに免疫した後に、若干の修

飾を施した常法に従い実験した結果、２種類のＶＨＨ抗体を得ることができた。得られたそれぞれのＶＨＨ抗体は、Ｈｅｐを初

めとして、さまざまな３－（１－ナフトイル）－インドール誘導体と結合することが分かった。一方、原料であるインドールや

1-ナフタレンカルボン酸には結合しなかった。 

今後は、このモノクローナル抗体を用いて高性能免疫センサを開発する予定である。 
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